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日本遺産認定一周年記念　宗次郎コンサート・・・・
館林市ふるさと大使に見城美枝子さんが就任・・・・
富士原の浅間塚及び初山関連資料を文化財に指定・・

冬の多々良沼を美しく舞う
今年も白鳥が飛来



日本遺産認定一周年記念　宗次郎コンサート
「ふるさとで奏

うた

う・ふるさとを歌う」
　「祈り」「実り」「守り」をテーマに日本遺産に認定された館林の里沼。その認定一周
年を記念して、宗

そう

次
じ

郎
ろう

さんがふるさとへの思いを込めたコンサートを行います。この
機会に「ふるさとのうた」をぜひご堪

たん

能
のう

ください。

本市出身のオカリナ奏者。使用
しているオカリナはすべて自身
による手作りで、今までに製作
したオカリナは数万本に及ぶ。
ＮＨＫ特集『大

だい

黄
こう

河
が

』で一躍脚
光を浴びる。自然三部作『木

き

道
どう

』
『風

ふう

人
と

』『水
すい

心
しん

』で第35回レコー
ド大賞企画賞受賞。昨年11月に
本市で開催された「日本博～能
とオペラの響宴～」にも出演。

午後６時30分～
　（午後６時開場）とき 出演　宗次郎さん

ところ　文化会館カルピス®ホール
　　　　（大ホール）
チケット（全席指定）　
■一般　4,400 円
■当日券　 4,700 円
※未就学児の入場はご遠慮ください
販売　２月１日㈯から、文化会館窓口へ
問合せ　文化振興課芸術文化係（同館内
℡74 - 4111）

月 日㈯５ 16

ROCKETプロジェクト
保護者セミナー開催 日本遺産「里沼」

ピンバッジ
〔 〔

　現状の教育環境になじめず悩みを抱えている子
どもたちに、新しい学びの場を提供し、個性に合っ
た支援を実施している ROCKET プロジェクト。子
どもの学習支援や生活面などについて、同じ悩み
を持つ保護者どうしや、東京大学のスタッフと語
り合うセミナーを開催します。

　本市の「里沼」が日本遺産に認定されたこと
を記念したピンバッジが好評販売中です。価格
は１つ5 0 0円で、つつじが岡公園ふれあいセン
ター、又は館林駅前観光案内所で購入すること
ができます。ぜひお買い求めください！
問合せ　つつじのまち観光課（つつじが岡公園
内　℡74 - 5233）

とき
ところ　向井千秋記念子ども科学館
対象　市内在住の小中学生の保護者
定員　12人（先着順）
参加費　無料
申込み　２月８日㈯の午前９時から、同館ホ
ームページ（https://www.city.tatebayashi.
gunma.jp/kagakukan/）へ

問合せ　同館（℡75 - 1515）

月２ 日㈮　午後５時14

好評発売中！

新指定文化財

富士原の浅間塚及び初山関連資料
　富士原町の富士嶽神社にある「富士原の浅間
塚及び初山関連資料」を、館林市指定重要有形
民俗文化財第１号に指定しました。
　「富士原の浅間塚」は富士山を模した浅間塚　　
　（富士塚）で、毎年山開きに当たる５月31日・
６月１日に、乳児の額に朱印を押し健やかな成
長を願う「初山」が、山仕舞いに当たる９月１

写真右）毎年５月31日・
６月１日に行われる「初
山」の様子

日には「火祭」が行われます。
　また、塚の周辺には、富士山の信仰に関連す
る多くの文化財が残っていることから、この塚
が江戸時代前期から館林周辺の富士山信仰の拠
点であり、それを根底にしながら、「初山」など
の行事が今日まで受け継がれたと考えられます。
　これらの有形・無形の文化財は、本市や近隣
の「初山」行事や、富士山の信仰を考える上で
たいへん貴重であるため、重要有形民俗文化財
として一括指定しました。

　１月18日、本市出身で大学教授、ジャーナリス
ト、エッセイストとして活躍している見城美枝子
さんの館林市ふるさと大使委嘱状交付式を行いま
した。ふるさと大使は、本市の魅力を広く発信し、
イメージアップにつなげるために設置されており、
今回の委嘱は、平成30年10月の版画家小

こ

暮
ぐれ

真
しん

望
ぼう

さ
んの就任に続き二例目。
　見城さんは「学生時代に見た、城沼などの美し
い風景が残る城下町館
林市の魅力を、新しい
令和の時代に広くＰＲ
していきます」とふる
さと大使にかける抱負
を語りました。

見
けん

城
じょう

美
み

枝
え

子
こ

さん▶青森大学副学長・教授、エッセ
イスト・ジャーナリスト・N P O法人ふるさと回
帰支援センター顧問。ＴＢＳアナウンサーを経て
フリーに。海外取材を含め56か国を訪問。

ふるさと大使に見城美枝子さんが就任
館  林  市
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市役所からのお知らせ

　

地
域
の
高
校
生
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
考

え
る
大
学
生
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
元

へ
の
就
職
を
考
え
る
全
て
の
か
た
に
地

元
企
業
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
３
日
㈫
　
午
後
１
時
〜
４

　
認
知
症
の
症
状
か
ら
行
方
不
明
に
な

る
危
険
性
が
高
い
か
た
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
家
族
な
ど
に
対
し
、
位
置
情

報
探
索
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
機
）

利
用
に
か
か
る
初
期
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

　
ま
た
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
対
象
者
の
情
報
を
事
前
に

登
録
す
る
「
徘
徊
高
齢
者
等
事
前
登
録

事
業
」
も
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
前
登
録
者
に
は
所
持
品
な
ど

に
貼
る
こ
と
の
で
き
る
「
見
守
り
ス
テ

ッ
カ
ー
」
を
配
布
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
で
、
認
知
症
・
若
年

性
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
行
動
、
又
は
そ

の
お
そ
れ
が
あ
る
か
た
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
家
族
な
ど

補
助
額
　
上
限
１
万
２
０
０
０
円
（
１

０
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
）

時
（
予
定
）

と
こ
ろ　

ダ
ノ
ン
城
沼
ア
リ
ー
ナ
（
城

沼
総
合
体
育
館
）

参
加
企
業　

１
０
８
社
（
予
定
）

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
産
業
政
策
課
雇
用
推
進
係（
内

線
２
０
６
）

※
初
期
費
用
に
は
加
入
料
、
付
属
品
費

　
（
充
電
器
、
バ
ッ
テ
リ
ー
）
が
含
ま

　
れ
ま
す

※
月
々
の
基
本
料
金
な
ど
の
利
用
料
を

　
補
助
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
一
人
の
利
用
者
に
つ
き
補
助
は
１
回

　
ま
で

申
込
み
・
問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
係
（
内
線
６
２
３
）
へ

地
元
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
機
利
用
費
の
一
部
を
補
助

館
林
市
・
邑
楽
郡
内
か
ら
幅
広
い
業
種
が
集
ま
る

徘
徊
行
動
の
お
そ
れ
が
あ
る
か
た
の
家
族
へ

イベントお知らせ

麺-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

麺
の
祭
典
を
い
っ
し
ょ
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か

募　集
と
き　

４
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
　
午
前

８
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ　

館
林
城
ゆ
め
ひ
ろ
ば

対
象　

高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
保
護

者
の
同
意
書
が
必
要
）

定
員

　各
１
５
０
人　

内
容

　来
場
者
の
案
内
、
会
場
の
ご
み

収
集
作
業
な
ど

※
事
前
に
説
明
会
を
行
い
ま
す

※
特
典
と
し
て
６
０
０
円
分
の
食
券
・

　
お
土
産
の
配
布
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　
動
証
明
書
の
発
行

申
込
み

　４
月
10
日
㈮
ま
で
に
、
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
活
動
希
望

日
（
両
日
可
）
を
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
又
は
直
接
、「
麺

─

１
グ
ラ

ン
プ
リ
in
館
林
」
実
行
委
員
会
事
務
局

（
館
林
商
工
会
議
所
内
　
℡
74

─

５
１

２
１
　

75

─

３
１
８
９
　
　azalea

@
tatebayashi-cci.or.jp

）
へ

問
合
せ　

同
事
務
局
、
又
は
市
市
民
協

働
課
市
民
協
働
係
（
内
線
６
８
６
）

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
募
集

本
市
の
農
地
利
用
の
最
適
化
や
農
地
の
問
題
解
決
に
協
力
く
だ
さ
い

農
業
委
員

対
象　

農
業
に
関
す
る
知
識
が
あ
り
、

農
業
委
員
会
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
か
た

募
集
人
員　

10
人

内
容　

農
地
法
に
基
づ
く
農
地
転
用
の

許
可
な
ど

月
額
報
酬　

２
万
９
０
０
０
円

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

対
象　

農
業
に
関
す
る
知
識
が
あ
り
、

農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
熱
意
の

あ
る
か
た

募
集
人
員　

16
人

内
容　

遊
休
農
地
発
生
防
止
・
解
消
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
な
ど

月
額
報
酬　

２
万
７
０
０
０
円

共
通
事
項

任
期　

令
和
２
年
７
月
20
日
〜
同
５
年

７
月
19
日
（
３
年
間
）

申
込
み　

２
月
10
日
㈪
か
ら
３
月
13
日

㈮
の
午
後
５
時
ま
で
に
、
申
込
書
（
農

業
委
員
会
事
務
局
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
）
を
直
接
、
又
は
郵
送

で
同
農
地
係
（
〒
３
７
４

─

８
５
０
１

市
役
所
内
）
へ

問
合
せ
　
同
農
地
係
（
内
線
２
３
３
）

募　集

■
受
付
期
間
　
２
月
３
日
㈪
〜
12
日
㈬

　
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
及
び
土
・
日
曜

　
日
、
祝
日
を
除
く

※
現
地
見
学
会
を
２
月
14
日
㈮
の
午
後

　
２
時
か
ら
３
時
ま
で
行
い
ま
す

■
受
付
場
所
　
財
政
課
管
財
係

■
入
札
・
開
札
日
　
２
月
28
日
㈮
　
午

　
後
２
時
〜

■
入
札
・
開
札
場
所
　
市
役
所
５
０
２

　
会
議
室

共
通
事
項

問
合
せ
　
同
管
財
係
（
内
線
３
１
３
）

広報館林5

　冬季は暖房の使用などによっ
てエネルギー消費量が多い季節
です。今回は冬の省エネ対策と
してエアコンの省エネ対策例を
紹介します。
　まず、暖房設定温度は20℃を
目安にしましょう。ドア・窓の
開閉を少なくする、厚手で床ま
で届く長いカーテンを使用する、
扇風機を併用し温まった空気を
循環させる、室外機の周りに物
を置かないなどちょっとした工
夫で対策できます。
　また、上着を一枚多く着たり、
ひざ掛けなどを利用したりなど
ウォームビズもいっしょに取り
組めばよりエコで暖かく過ごす
ことができます。毎日の暮らし
の中で皆さん一人ひとりが省エ
ネを実践することがたいせつで
す。ぜひ家庭や学校、職場で省
エネを実践しましょう。

令
和
元
年
度
環
境
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品

Vol.73

mini

寒い冬をエコに乗り切ろう

■
こ
れ
く
ら
い
　
積
み
重
な
れ
ば
　
ど
の
く
ら
い
？

　
　
　
　
　
渡わ

た

辺な
べ

萌め

玖ぐ

さ
ん
（
多
々
良
中
学
校
）

■
捨
て
な
い
で
　
ゴ
ミ
は
１
人
で
　
帰
れ
な
い
　

　
　
　
　
　
渡わ

た

辺な
べ

さ
ゆ
り
さ
ん（
多
々
良
中
学
校
）

●代表☎0276 - 72 - 4111

広
報
紙
な
ど
へ
の
有
料
広
告
を
募
集

市
有
地
建
物
等
解
体
条
件
付
売
却
一
般
競
争
入
札

事
業
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い

建
物
等
の
解
体
撤
去
を
条
件
と
し
て

募　集

募　集

広
報
館
林
の
有
料
広
告
に
つ
い
て

対
象
　
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
企
業

や
事
業
所
、
商
店
な
ど

※
規
制
業
種
・
内
容
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

募
集
枠
数
　
令
和
２
年
５
月
〜
同
３
年

４
月
の
各
月
１
日
発
行
号
で
、
１
号
に

つ
き
８
枠

掲
載
位
置
　
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト
（
お
知

ら
せ
欄
）
の
下
段

規
格
（
１
枠
）

■
大
き
さ
　
縦
45
・
５
㎜
×
横
86
㎜

■
色
　
１
色
（
白
黒
）

掲
載
期
間
　
１
か
月
単
位
で
、
連
続
12

か
月
を
上
限

掲
載
料
（
１
枠
）　
月
額
１
万
５
０
０

０
円
（
税
込
み
）

※
連
続
し
て
掲
載
す
る
場
合
、
割
引
あ
り

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
28
日
㈮
ま
で

　
市
有
地
（
旧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

を
建
物
等
解
体
撤
去
の
条
件
を
付
し
て

売
却
し
ま
す
。
売
却
方
法
は
入
札
と
し
、

予
定
価
格
（
最
低
売
却
価
格
）
以
上
で

最
高
の
価
格
を
入
札
し
た
か
た
が
落
札

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
又
は
財
政
課
窓
口
で
配
布
す

る
募
集
要
領
を
確
認
く
だ
さ
い
。

物
件
概
要

土
地
概
要
　
新
宿
二
丁
目
53‒

２
ほ
か

７
筆
　
西
部
第
一
南
土
地
区
画
整
理
事

業
施
行
地
区
内
（
面
積
合
計
４
５
４
５
㎡
）

解
体
撤
去
が
条
件
と
な
る
建
物
等

　旧

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
場
、
物
置
等

※
令
和
３
年
３
月
末
日
ま
で
に
、
建
物
、

　
地
下
埋
設
物
等
を
解
体
・
撤
去
す
る

　
こ
と
が
売
却
の
条
件
で
す

公
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

申
込
み

に
、
申
込
書
（
秘
書
課
及
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
を
同
広
聴
広
報

係
（
内
線
３
４
３
）
へ

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
希

　
望
期
間
の
長
い
広
告
を
優
先
し
ま
す

※
申
込
者
の
住
所
が
市
外
の
場
合
は
、

　
納
税
状
況
（
直
近
１
年
）
が
確
認
で

　
き
る
書
類
が
必
要
で
す

そ
の
他
の
有
料
広
告
に
つ
い
て

掲
載
場
所
・
問
合
せ

■
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
秘
書
課
広

　
聴
広
報
係
（
内
線
３
４
３
）

■
公
用
車
　
財
政
課
管
財
係
（
内
線
３

　
１
３
）

■
館
林
東
西
駅
前
広
場
連
絡
通
路
　
財

　
政
課
管
財
係
（
内
線
３
１
３
）

共
通
事
項

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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と
き
　
２
月
16
日
㈰
　
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
（
開
場
は
午
後

０
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
カ
ル
ピ
ス
Ⓡ

ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）

定
員
　
１
０
０
０
人
（
先
着
順
）

テ
ー
マ
　 

「
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

症
〜
地
域
で
取
り
組
む
発
達
支
援
〜
」

講
師
　
服は

ら

巻ま
き

智と
も

子こ

さ
ん
（
大
阪
大

学
大
学
院
連
合
小
児
発
達
学
研
究

科
招
聘へ

い

教
員
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
社
会
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係
（
内
線
６
４
５
）

と
き
　
３
月
６
日
㈮
　
午
後
４
時

〜
５
時

と
こ
ろ
　
公
立
館
林
厚
生
病
院
３

階
講
堂

テ
ー
マ
　
「
知
っ
て
ほ
し
い
消
化

器
疾
患
〜
大
腸
癌が

ん

な
ど
の
悪
性
腫

瘍
と
胆
石
な
ど
の
良
性
疾
患
に
つ

い
て
〜
」

講
師
　
岩い

わ

﨑ざ
き

茂し
げ
る

さ
ん
（
同
病
院
副

院
長
）

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
同
病
院
経
営
企
画
課（
℡

72

─

３
１
４
０
）

と
き
　
２
月
17
日
㈪
　
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

と
こ
ろ
　
大
島
公
民
館

定
員
　

20
人
程
度

内
容
　
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ

ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
認
知
症
の
正

し
い
知
識
や
接
し
方
の
講
話
な
ど

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
同
セ
ン

タ
ー
ク
ロ
ー
バ
ー

荘
（
℡
77

─

１
１

６
５
）
へ

問
合
せ
　
同
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ー
バ

ー
荘
、
又
は
市
高
齢
者
支
援
課
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
係（
内
線
６
２
３
）

※
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業

〜
居
場
所
づ
く
り
カ
フ
ェ
〜

　
地
域
の
か
た
と
、
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

と
き
　
２
月
21
日
㈮
　
午
後
７
時

〜
８
時

と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
　

50
人
程
度

内
容
　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
や
、
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
人
材
バ
ン
ク

に
つ
い
て
の
紹
介
な
ど

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
10
日
㈪

ま
で
に
、市
社
会
福
祉
協
議
会（
同

セ
ン
タ
ー
内
　
℡
75

─

７
１
１
１
）へ

講
座

教
室

 

・

保
健

福
祉

 

・

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　
保
健
師
に
よ
る
講
話
で
、
ス
ト

レ
ス
を
た
め
す
ぎ
な
い
、
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き
　
３
月
２
日
㈪
　
午
後
２
時

〜
２
時
30
分

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員

　30
人
（
先
着
順
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
10
日
㈪

か
ら
、
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り

係
（
同
セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５

１
５
５
）
へ

と
き
　
２
月
19
日
㈬
　
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

と
こ
ろ
　
館
林
保
健
福
祉
事
務
所

　（
大
街
道
一
丁
目
）

対
象
　
精
神
障
が
い
者
の
家
族
・

当
事
者
・
関
係
者

テ
ー
マ
　
家
族
介
護
の
道
の
り「
リ

カ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」
に
つ
い
て

講
師
　
田た

口ぐ
ち

高た
か

雄お

さ
ん
（
リ
カ
バ

リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
あ
ん
な
か
代
表
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
館
林
邑
楽
精
神
障
が
い

者
家
族
会
た
け
の
こ
会
（
℡
72

─

７
１
５
９
）

ぐんま妊娠ＳＯＳ
～妊娠したかも？…～

　県では、妊娠に関する相談窓口として、　「ぐ
んま妊娠ＳＯＳ」を開設しています。生理が
遅れている、思いがけず妊娠したなど、妊娠
に関する困りごとについて、経験豊かな助産
師が相談に応じます。相談方法は２通りあり
ます。
電話相談　℡37 - 5660
メール相談　　gunma-ninshin-sos.com
※電話相談は毎週火・土曜日　午後７時～10
　時（休・祝日を除く。別途通話料がかかり
　ます）
※メール相談は24時間受付　（内容によっては
　返信に時間がかかる場合があります）
問合せ　健康推進課母子保健係（℡74 - 5155）

公
立
館
林
厚
生
病
院

健
康
講
座

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒 374 － 0053　 群 馬 県 館 林 市 赤 土 町 810 － １
☎ 0276 － 73 － 5011　Fax0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/

開業・決算・確定申告などの税金に関することなら

関東信越税理士会所属

あ な た は 大 丈 夫 ？ 　 相 続 税 の こ と 考 え て ま す か ？
悩 む 前 に ご 相 談 を ！（ 無 料 相 談 受 付 中 　 土・日・　 可 ）

E-mail:taguchi-yoshiyuki@tkcnf.or.jp

地
域
で
と
も
に
生
き
て
い
く

た
め
の
精
神
保
健
研
修
会

ス
ト
レ
ス
を
た
め
す
ぎ
な
い

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

発
達
障
が
い
者
支
援

市
民
講
演
会

●
自
衛
官
の
募
集

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太
田
出
張
所
（
☎
45-

５
５
６
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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骨
盤
を
囲
む
イ
ン

ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
に
着

目
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
ま
す
。
骨
盤

の
ゆ
が
み
を
修
正
し
、

正
し
い
姿
勢
の
保
持

や
腰
痛
・
肩
こ
り
の
改
善
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

と
き
　
２
月
25
日
㈫
〜
３
月
24
日

㈫
の
火
曜
日
　
午
後
７
時
〜
８
時

30
分
（
全
５
回
）

と
こ
ろ
　
中
部
公
民
館

対
象

　18
歳
以
上
の
か
た

定
員
　

20
人
（
先
着
順
）

講
師
　
村む

ら

田た

里さ

織お
り

さ
ん
（
ス
ポ
ー

ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
保
険
料

な
ど
）

持
参
す
る
物
　
運
動
の
で
き
る
服

装
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
お
持
ち

の
か
た
は
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス

タ
オ
ル
も
可
）、健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

カ
ー
ド

申
込
み
　
２
月
７
日
㈮
の
午
前
９

時
か
ら
、
参
加
費
を
添
え
て
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
振
興
係
へ

問
合
せ

　同
振
興
係
（
ダ
ノ
ン
城

沼
ア
リ
ー
ナ（
城
沼
総
合
体
育
館
）

内
　
℡
74

─

２
６
１
１
）

※
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
係
（
内
線
２
３
３
）

と
き
　
３
月
３
日
㈫
〜
24
日
㈫
の

火
・
金
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時

（
全
７
回
）

と
こ
ろ
　
渡
瀬
公
民
館

定
員
　

20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

内
容
　
デ
ジ
カ
メ
や
ス
マ
ホ
か
ら

パ
ソ
コ
ン
へ
の
取
り
込
み
、
パ
ソ

コ
ン
で
写
真
編
集
、
ア
ル
バ
ム
作

成
、
動
画
の
編
集
な
ど

参
加
費
　
２
５
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
）

申
込
み

　２
月
18
日
㈫
の
午
後
６

時
か
ら
７
時
ま
で
に
、
直
接
同
館
へ

問
合
せ

　勝か
つ

目め

弘ひ
ろ

教の
り

さ
ん
（
生
涯

学
習
館
林
市
民
の
会
　
℡
０
８
０

─

１
３
４
５

─

４
８
７
８
）、又
は

市
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
　（
内

線
２
２
７
）

（
同
セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５
１

５
５
）
へ

※
調
理
中
は
母
子
保
健
推
進
員
に

　
よ
る
託
児
が
あ
り
ま
す

と
き
　
２
月
13
日
㈭
　
午
後
３
時

30
分
（
午
後
３
時
開
場
）

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　 

「
日
本
農
業
の
こ
れ
か

ら
〜
グ
ロ
ー
バ
ル
ワ
イ
ド
な
可
能

性
の
中
で
〜
」

講
師
　
佐さ

さ々

木き

尚な
お

毅き

さ
ん
（
県
立

女
子
大
学
教
授
）

と
き
　
３
月
25
日
㈬
　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
生
後
５
か
月
〜
１
歳
６
か

月
未
満
の
乳
幼
児
と
保
護
者

定
員
　

20
組
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
初
め
て
の
か
た
優
先
）

内
容
　
牛
乳
を
使
っ
た
簡
単
な
離

乳
食
の
調
理
実
習
と
試
食
・
交
流
会

参
加
費
　
３
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
す
る
物
　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
子
守
り
帯
、

子
ど
も
用
の
飲
み
物
・
ス
プ
ー
ン

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
12
日
㈬

か
ら
、
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

講
座

教
室

 

・

講
座

教
室

 

・

パ
ソ
コ
ン
教
室

デ
ジ
カ
メ
編
集
講
座

読み聞かせ絵本講座
とき　２月29日㈯　午後２時30分～４時
ところ　図書館
対象　市内の読み聞かせボランティア、読み聞
かせに興味のあるかた
定員　30人（先着順）
テーマ　「読んでみたい！読んであげたい！え
いごの絵本、にほんの絵本」
講師　ジェリー・マーティンさん（ＮＰＯ法人
「絵本と子育て」センター絵本講師）
参加費　無料
申込み・問合せ　２月８日㈯から、同館（℡74 -
2346）へ
※同日午後２時から、にじの会の「お話しと紙
　芝居の会」でジェリー・マーティンさんの英
　語の絵本の読み聞かせもあります（申し込み
　不要。当日会場へ）

館
林
市
農
業
塾

ス
ポ
ー
ツ

骨
盤
（
ペ
ル
ビ
ッ
ク
）

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

３
月
の
離
乳
食
教
室
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と
き

　２
月
22
日
㈯
　
午
前
10
時

～
正
午

と
こ
ろ
　
野
鳥
の
森
自
然
公
園（
堀

工
町
）

対
象
　
小
学
生
（
２
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

内
容
　
野
鳥

観
察
と
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
バ

ー
ド
コ
ー
ル

作
り

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
７
日
㈮

か
ら
19
日
㈬
ま
で
に
、
緑
の
ま
ち

推
進
課
緑
化
政
策
係
（
内
線
４
１

６
）
へ

と
き
　
２
月
９
日
㈰
　
午
前
10
時

～
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
茂
林
寺
裏
山

対
象

　幼
稚
園
・
保
育
園
年
中
以

上
の
男
女
（
保
護
者
同
伴
）

内
容

　非
常
時
の
ご
飯
の
炊
き
方
、

避
難
す
る
と
き
の
持
ち
物
に
つ
い

て
学
び
ま
す

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ

　生
涯
学
習
課
青
少
年
係

　（
内
線
２
２
５
）

※
４
歳
か
ら
体
験
や
仮
入
隊
が
可

　
能
で
す

６
km
）

参
加
費
　
無
料

持
参
す
る
物
　
飲
み
物
、
雨
具
、

筆
記
用
具
、
お
持
ち
の
か
た
は
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

※
当
日
の
体
調
を
考

　
慮
の
う
え
、
ご
参

　
加
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興

係
（
ダ
ノ
ン
城
沼
ア
リ
ー
ナ
（
城

沼
総
合
体
育
館
）
内
　
℡
74

─

２

６
１
１
）

と
き
　
２
月
７
日
㈮
　
午
後
３
時

～
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象

　乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ

　同
セ
ン
タ
ー
（
℡
73

─

１
５
２
２
）

　
野
鳥
の
森
に
親
し
ん
で
も
ら
う

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

か
わ
い
い
小
鳥
や
珍
し
い
鳥
な
ど

の
た
く
さ
ん
の
野
鳥
に
出
会
え
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と

い
っ
し
ょ
に
災
害
に
備
え
よ
う

と
き
　
２
月
26
日
㈬
　
午
前
10
時

～
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
郷
谷
公
民
館

対
象

　市
内
在
住
の
女
性
の
か
た

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

内
容
　
初
心

者
向
け
の
ス

マ
イ
ル
ヨ
ガ

　（
冗
談
や
ユ

ー
モ
ア
な
ど

に
頼
ら
ず
笑

う
ヨ
ガ
）体
験

講
師
　
岡お

か

戸ど

貴た
か

志し

さ
ん
（
ヨ
ガ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

参
加
費
　
無
料

持
参
す
る
物
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ

ス
タ
オ
ル
も
可
）、タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
運
動
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
１
日
㈯

の
午
前
９
時
か
ら
、
同
館
（
℡
72

─

４
０
７
５
）
へ

と
き

　２
月
23
日
㈷
　
午
前
８
時

30
分
・
三
野
谷
公
民
館
集
合
　
ゴ

ー
ル
後
随
時
解
散
（
荒
天
中
止
）

コ
ー
ス
　
三
野
谷
地
区
西
部
（
約

初
心
者
で
も
で
き
る

ス
マ
イ
ル
ヨ
ガ
教
室

筋力トレーニングde
免疫力up教室

とき　２月21日㈮～３月13日㈮の毎週金曜日　午
前10時～11時30分（全４回）
ところ　ダノン城沼アリーナ（城沼総合体育館）
対象　65歳以上のかた
定員　20人（先着順）
内容　イスに座ったままできる筋力トレーニング
やストレッチなど
講師　對

つい

比
ひ

地
じ

文
あや

さん（スポーツインストラクター）
参加費　5 0 0円（傷害保険料など）
持参する物　上履き、飲み物、タオル、お持ちの
かたは健康マイレージカード
※運動のできる服装でお越しください
申込み　２月７日㈮から、参加費を添えてスポー
ツ振興課振興係へ
問合せ　同振興係（同アリーナ内　℡74 - 2611）
※電話での申し込みはできません

催
し
物

バ
レ
ン
タ
イ
ン
寝
相
ア
ー
ト

た
て
ば
や
し

ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク

ス
ポ
ー
ツ

野
鳥
の
森
で
つ
く
っ
て
遊
ぼ
う
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共
通
事
項

と
こ
ろ
　
武ぶ

鷹よ
う

館か
ん

（
大
手
町
）

　

問
合
せ
　
岡お

か

屋や

英ひ
で

治は
る

さ
ん
（
館
林

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
会
長

℡
74

─

４
１
９
９
）、又
は
市
文
化

振
興
課
文
化
財
係
（
文
化
会
館
内

℡
74

─

４
１
１
１
）

と
き
　
２
月
16
日
㈰
　
午
前
９
時

〜
正
午

と
こ
ろ
　
多
々
良
沼
公
園
野
鳥
観

察
棟
駐
車
場

参
加
費
　
２
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
無
料

持
参
す
る
物
　
双
眼
鏡
（
貸
し
出

し
用
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
飯い

い

塚づ
か

政ま
さ

弘ひ
ろ

さ
ん
（
日
本

野
鳥
の
会
群
馬
館
林
分
会
　
℡
73

─

２
８
７
６
）、多
々
良
沼
公
園
管

理
事
務
所
（
℡
56

─

９
９
７
８
）、

又
は
市
地
球
環
境
課
環
境
保
全
係 

  （
内
線
４
５
３
）

と
き
　
２
月
16
日
㈰
　
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

と
こ
ろ
　
分
福
公
民
館

内
容
　
茂
林
寺
沼
湿
原
の
動
植
物

や
保
全
活
動
の
報
告
を
し
ま
す

※
参
加
者
に
は
カ
キ
ツ
バ
タ
の
種

　
と
栽
培
キ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

講
師
　
青あ

お

木き

雅ま
さ

夫お

さ
ん
、（
一
財
）

自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
職
員
、

県
立
大
泉
高
等
学
校
植
物
バ
イ
オ

研
究
部

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
14
日
㈮

ま
で
に
、
直
接
、
又
は
電
話
で
文

ひ
な
ま
つ
り

と
き
　
２
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
・

11
日
㈷
・
15
日
㈯
・
16
日
㈰
・
22

日
㈯
〜
３
月
３
日
㈫
　
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

内
容
　
武
家
屋
敷
で
の
ひ
な
人
形

の
展
示
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

館
内
の
解
説
案
内
、
ひ
な
ま
つ
り

限
定
の
和
菓
子
セ
ッ
ト
の
販
売

入
場
料
　
無
料

着
物
の
着
付
け
体
験

と
き
　
２
月
22
日
㈯
・
23
日
㈷
・

29
日
㈯
、
３
月
1
日
㈰
　
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

着
付
け
（
参
加
者
持
込
み
）

　５

０
０
円

※
そ
の
他
着
物
レ
ン
タ
ル
も
あ
り

　
ま
す
（
有
償
）

武
鷹
館
ひ
な
ま
つ
り

化
振
興
課
文
化
財
係
（
文
化
会
館

内
　
℡
74

─

４
１
１
１
）
へ

　
県
立
館
林
美

術
館
で
は
、
花

と
緑
の
館
林
づ

く
り
協
議
会
と

の
連
携
事
業
と

し
て
「
花
と
緑

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
展
示
す

る
絵
を
制
作
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
14
日
㈯
　
午
後
１
時

〜
４
時

と
こ
ろ
　
同
館
（
日
向
町
）

対
象
　
小
・
中
学
生
（
小
学
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
　

24
人
（
先
着
順
）

内
容
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に

花
と
緑
に
包
ま
れ
た
里
沼
を
描
き

ま
す

講
師
　
津つ

久く

井い

ひ
と
み
さ
ん（
画
家
）

参
加
費
　
無
料

展
示
期
間
　
４
月
中
旬
〜
５
月
中
旬

（
花
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開

催
期
間
）

申
込
み
・
問
合
せ

　２
月
4
日
㈫

か
ら
、
電
話
、
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

同
館
（
℡
72

─

８
１
９
０
　
　ta

tebi@
pref.gunm

a.lg.jp

）
へ

多
々
良
沼
の
野
鳥
を
観
察

邑
楽
・
館
林
地
区
市
民
探
鳥
会

はやぶさ２トークライブ
シーズン２

とき　３月22日㈰　午後２時～３時30
分（開場は午後１時30分）
ところ　向井千秋記念子ども科学館
対象　小学生以上
定員　80人（先着順）
テーマ　「小惑星探査機はやぶさ２の
挑戦」
講師　平

ひら

田
た

成
なる

さん（会津大学上級准教
授）、菊

きく

地
ち

翔
しょう

太
た

さん（J ＡＸＡ職員）
参加費　無料
申込み　２月８日㈯の午
前９時から、同館ホーム
ページ（https://www.
city.tatebayashi.gunma.
jp/kagakukan/）へ
問合せ　同館（℡75 - 1515）

冬
の
茂
林
寺
沼
自
然
学
習
会

募
集

み
ん
な
で
花
と
緑
の

里
沼
を
描
こ
う
！

同館ホームペ
ージ２次元コ
ード
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■
舞
台
発
表
　
唄
、
踊
り
、
楽
器

　
演
奏
、
詩
吟
な
ど
の
発
表

■
ふ
れ
あ
い
広
場
　
屋
外
で
行
わ

　
れ
る
体
験
交
流
、
環
境
リ
サ
イ

　
ク
ル
、
模
擬
店
な
ど

申
込
み
　
２
月
25
日
㈫
ま
で
に
、

申
込
書
（
生
涯
学
習
課
、
市
内
各

公
民
館
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
）
を
、
同
生
涯
学
習
係
、

又
は
各
公
民
館
へ

問
合
せ
　
同
生
涯
学
習
係
（
内
線

２
２
７
）

と
き
　
４
月
８
日
㈬
〜
令
和
３
年

３
月
19
日
㈮
（
小
学
生
は
週
２
回
、

中
学
生
は
週
１
回
）

と
こ
ろ
　

■
小
学
生
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
タ
ー
、
文
化
会
館
、
多
々
良
・

　
六
郷
・
西
公
民
館

■
中
学
生
　
六
郷
公
民
館

対
象
　
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

内
容
　
教
職
経
験

者
が
日
常
学
習
の

補
習
を
行
い
ま
す

科
目

■
小
学
生
　
国
語
、
算
数

■
中
学
生
　
英
語

受
講
料
（
月
額
、
教
材
費
別
）

■
小
学
生
　
４
５
０
０
円

■
中
学
生
　
４
０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

　２
月
12
日
㈬

　
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

申
込
み

　当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
教
育
総
務
課
総
括
係（
内

線
２
１
８
）

　
国
民
年
金
保
険
料
に
は
、
ま
と

め
て
払
う
と
お
得
な
前
納
制
度
が

あ
り
ま
す
。
特
に
２
年
前
納
（
令

和
２
・
３
年
度
分
）
は
割
引
額
が

最
も
大
き
く
、
現
在
受
付
中
で
す
。

申
込
期
限
　
２
月
28
日
㈮
ま
で

持
参
す
る
物

　年
金
手
帳
と
印
鑑

及
び
口
座
振
替
の
場
合
は
通
帳
と

届
出
印
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
の
場
合
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

※
代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状
が

　
必
要
で
す

申
込
み
・
問
合
せ

　保
険
年
金
課

給
付
年
金
係
（
内
線
６
１
８
）
へ

と
き
　
２
月
22
日
㈯
　
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
市
議
会
議
場

テ
ー
マ
　
「
ぼ
く
の
、
わ
た
し
の

館
林
」

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

※
傍
聴
席
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

問
合
せ
　
生
涯
学

習
課
青
少
年
係（
内

線
２
２
５
）

と
き
　
２
月
27
日
㈭
　
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
１
号
室

定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

※
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
、
事

の
午
前
９
時
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー

　（
℡
72

─

１
３
２
１
）
へ

利
用
資
格
　
市
内
在
住
の
勤
労
者

　（
自
営
業
者
を
除
く
）

菜
園
名
　
あ
さ
ひ
菜
園
（
東
広
内

町
）、し
ん
じ
ゅ
く
菜
園（
新
宿
二

丁
目
）、た
か
ね
菜
園（
西
高
根
町
）、

な
る
し
ま
菜
園
（
成
島
町
）、み
ど

り
菜
園
　（
緑
町
一
丁
目
）、み
そ
の

菜
園
（
上
赤
生
田
町
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

　
に
な
り
ま
す

利
用
料
（
１
区
画
・
年
額
）
　
２

０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
14
日
㈮

ま
で
に
、
申
込
書
（
産
業
政
策
課

に
あ
り
ま
す
）
を
同
雇
用
推
進
係

　（
内
線
２
１
２
）
へ

申
込
み
先

■

風
の
子
ク
ラ
ブ
（
大
手
町
　
℡

　
72

─

１
１
７
５
）

■
あ
す
な
ろ
学
童
ク
ラ
ブ
（
新
宿

　
二
丁
目
　
℡
74

─

５
５
４
５
）

■

聖
ル
カ
学
童
ク
ラ
ブ
　（
大
街
道

　
三
丁
目
　
℡
71

─

１
１
７
２
）

■
わ
た
ら
せ
学
童
ク
ラ
ブ
（
足
次

　
町
　
℡
72

─

２
８
４
８
）

■

ス
ワ
ン
ズ
・
キ
ッ
ズ
（
成
島
町

　
℡
76

─

２
０
１
５
）

問
合
せ
　
各
ク
ラ
ブ
、
又
は
市
こ

ど
も
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
（
内

線
６
７
１
）

※
詳
し
く
は
直
接
各
ク
ラ
ブ
へ
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

と
き
　
５
月
24
日
㈰

と
こ
ろ
　
市
役
所
周
辺
（
予
定
）

対
象
　
市
内
で
生
涯
学
習
活
動
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
る
団
体
・
個
人

※
舞
台
発
表
は
団
体
の
み

募
集
項
目

■
展
示
体
験
ワ
ー
ル
ド
　
書
道
、

　
絵
画
、
写
真
な
ど
の
展
示
、
絵

　
手
紙
、
ク
ラ
フ
ト
作
成
な
ど
の

　
各
種
体
験

お
知
ら
せ

子
ど
も
議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

申請をお忘れなく！
館林市プレミアム付商品券

　対象と思われるかたには申請

書類を郵送しておりますので、

同商品券の購入を希望するかた

で、まだ申請をしていないかた

は、２月14日㈮までに申請して

ください。

　なお、子育て世帯については、

同商品券が購入できる購入引換

券を郵送しておりますので、購

入を希望するかたは、同封の販

売スケジュールを確認のうえ購

入してください。

問合せ
■申請について　同商品券専用
　ダイヤル（社会福祉課内　℡

　71 - 2020）
■販売について　商工課商業振
　興係（内線2 0 7）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

指
導
員
を
募
集

募
集

教
育
委
員
会
定
例
会

国
民
年
金
保
険
料
は

ま
と
め
払
い
が
お
得
で
す

ふ
る
さ
と
づ
く
り
市
民

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
募
集

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
菜
園
の

利
用
希
望
者
を
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お
さ
ら
い
教
室
参
加
募
集

11 広報館林

●代表☎0276 - 72 - 4111

問
合
せ　

同
政
策
推
進
係
（
内
線

３
０
８
）

　
平
成
27
年
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

る
館
林
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
が
令
和
元
年
度
を
も
っ

て
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
市

の
子
育
て
環
境
の
さ
ら
な
る
向
上

及
び
発
展
に
向
け
て
策
定
す
る「
第

２
期
館
林
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
に
対
し
、
広
く
市

民
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

資
料
公
表
・
意
見
提
出
期
間　

２

月
28
日
㈮
ま
で

公
表
場
所　

こ
ど
も
福
祉
課
及
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
提
出
先　

意
見
書
（
同
課
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

を
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
又

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
子
育
て
支
援
係

　（
〒
３
７
４

─

８
５
０
１
　
市
役

所
内
　
　
72

─

４
２
１
０
　
　ko

　
市
で
は
第
六
次
行
政
改
革
大
綱

の
推
進
期
間
が
令
和
元
年
度
で
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
館
林

市
第
七
次
行
政
改
革
大
綱
（
案
）

を
作
成
し
ま
し
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
手
続
き
に
よ
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

資
料
公
表
・
意
見
提
出
期
間　

２

月
20
日
㈭
〜
３
月
19
日
㈭

公
表
場
所　

企
画
課
及
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

意
見
提
出
先　

意
見
書
（
同
課
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

を
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
又

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
政
策
推
進
係
（
〒

３
７
４

─

８
５
０
１
　
市
役
所
内

　
72

─

３
２
９
７
　
　kikaku@

city.tatebayashi.gunm
a.jp

）へ

※
提
出
さ
れ
た
意
見
と
こ
れ
に
対

　
す
る
市
の
考
え
か
た
は
４
月
頃

　
に
公
表
す
る
予
定
で
す

県
知
事
選
挙
功
労
者
表
彰

寺
田
幸
次
（
大
街
道
一
丁
目
）

全
国
市
区
選
挙
管
理
委
員
会
連
合

会
表
彰

吉よ
し

田だ

わ
ぐ
り
（
赤
生
田
町
）

全
国
市
区
選
挙
管
理
委
員
会
連
合

会
関
東
支
部
表
彰

吉
田
わ
ぐ
り
（
赤
生
田
町
）

関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員

長
表
彰

野の

村む
ら

裕ひ
ろ

俊と
し

（
本
町
一
丁
目
）

関
東
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

　
間ま

常つ
ね

明あ
き

（
上
三
林
町
）

前
橋
保
護
観
察
所
長
表
彰

奈な

良ら

与よ

志し

則の
り

（
美
園
町
）、伊い

東と
う

俊し
ゅ
ん

道ど
う

（
下
早
川
田
町
）

県
保
護
司
会
連
合
会
長
表
彰

小お

曽ぞ

根ね

万ま

裕ゆ

子こ

（
大
谷
町
）

県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

黒く
ろ

岩い
わ

光み
つ

枝え

（
堀
工
町
）

県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

飯い
い

塚づ
か

琴こ
と

子こ

（
松
原
二
丁
目
）、多た

々た

木き

和か
ず

子こ

（
楠
町
）

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

長
表
彰
（
永
年
勤
続
単
位
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
役
員
表
彰
）

兵ひ
ょ
う

藤ど
う

芳よ
し

子こ

（
台
宿
町
）

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰（
民

生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
表
彰
）

河こ
う

野の

た
ず
子こ

（
下
三
林
町
）

県
知
事
表
彰
（
民
生
委
員
・
児
童

委
員
功
労
章
）

瀬せ

山や
ま

路み
ち

子こ

（
松
原
二
丁
目
）、小こ

礒い
そ

優ゆ
う

子こ

（
小
桑
原
町
）

県
知
事
表
彰
（
民
生
委
員
・
児
童

表
彰
状
・
感
謝
状
を
贈
呈

館
林
市
の
行
政
改
革
に

関
す
る
計
画
（
案
）

第
２
期
館
林
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画（
案
）

dom
o@
city.tatebayashi.gunm

a.
jp

）
へ

※
提
出
さ
れ
た
意
見
と
こ
れ
に
対

　
す
る
市
の
考
え
か
た
は
３
月
頃

　
に
公
表
す
る
予
定
で
す

問
合
せ　

同
子
育
て
支
援
係
（
内

線
６
７
１
）

表
彰

総
務
大
臣
表
彰
（
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
）

法
務
大
臣
表
彰
（
保
護
司
）

委
員
勤
続
章
）

渡わ
た

邉な
べ

希き

美み

子こ

（
本
町
二
丁
目
）、長は

谷せ

川が
わ

方ま
さ

子こ

（
本
町
四
丁
目
）、荻お

ぎ

原は
ら

冨ふ

美み

子こ

（
新
栄
町
）、島し

ま

田だ

美み

津つ

江え

（
西
本
町
）、藤ふ

じ

井い

真ま

砂さ

子こ

（
仲
町
）、

青あ
お

木き

浩ひ
ろ

美み

（
本
町
一
丁
目
）、寺て

ら

澤さ
わ

若わ
か

子こ

（
台
宿
町
）、野の

村む
ら

啓け
い

子こ

（
緑

町
一
丁
目
）、平ひ

ら

田た

恵え

美み

子こ

（
松
原

一
丁
目
）、赤あ

か

坂さ
か

政ま
さ

江え

（
小
桑
原
町
）、

津つ

久く

井い

和か
ず

枝え

（
緑
町
一
丁
目
）、松ま

つ

澤ざ
わ

瑞み
ず

枝え

（
野
辺
町
）、金か

ね

子こ

純じ
ゅ
ん

子こ

（
入

ヶ
谷
町
）、田た

村む
ら

泰や
す

子こ

（
日
向
町
）、

堀ほ
り

越こ
し

一か
ず

孝た
か

（
下
早
川
田
町
）

県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
（
民

生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
）

瀬せ

山や
ま

み
ど
り
（
松
原
一
丁
目
）

感
謝
状

県
区
長
自
治
会

長
連
合
会
会
長

感
謝
状

渡わ
た

邉な
べ

孝こ
う

一い
ち

（
瀬
戸
谷
町
）、角つ

の

田だ

好こ
う

二じ

　（
高
根
町
）

関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員

長
感
謝
状

大お
お

槻つ
き

千ち

代よ

子こ

（
広
内
町
）

前
橋
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

篠し
の

塚づ
か

典の
り

子こ

（
西
高
根
町
）

市
健
康
づ
く
り
推
進
懇
話
会
委
員

感
謝
状

坂さ
か

田た

清せ
い

吉き
ち

（
大
新
田
町
）、岩い

わ

本も
と

良り
ょ
う

子こ

（
大
谷
町
）、小こ

礒い
そ

優ゆ
う

子こ

（
小
桑

原
町
）

退
任
感
謝
状（
市
教
育
委
員
会
委
員
）

大お
お

石い
し

和か
ず

彦ひ
こ

（
本
町
二
丁
目
）

　　　　　　　　　　　　　（
一
部
敬
称
略
）

寺
てら

田
だ

幸
こう

次
じ

さん
（大街道一丁目）

田
た

部
べ

井
い

孝
こう

一
いち

さん
（大街道一丁目）

金
かね

子
こ

泰
たい

三
ぞう

さん
（朝日町）

中
なか

山
やま

勉
つとむ

さん
（北成島町）

き
ち

　館林市長公式
インスタグラム開設

　市長の公務状況や開
催イベントなどさまざ
まな情報を、インスタ
グラムで配信していま
す。ぜひご覧ください。
アカウント名　tateba
yashi_mayor
問合せ　秘書課秘書係
（内線3 0 3）

右の二次元コー
ドから見ること
ができます

tatebayashi_mayor



市民の皆さんの活動や
イベントを紹介する
コーナーです

市 民 の
ひ ろ ば
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ー
ト
を
ま
と
め
て
お
く
と
い
う

の
が
い
い
そ
う
で
す
。
講
座
の

参
加
者
は
高
齢
者
が
多
い
そ
う

で
す
が
、「
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
に
も
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と

齋
藤
さ
ん
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ

ー
ト
は
過
去
を
思
い
、
今
を
ど

う
生
き
て
、
未
来
に
向
か
っ
て

人
生
設
計
を
思
い
描
い
て
い
く

も
の
。「
た
い
せ
つ
な
人
を
守
る

た
め
に
、
そ
し
て
自
分
ら
し
く

人
生
を
輝
か
せ
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
家
族
と
話
し
合
い
な
が
ら
い

っ
し
ょ
に
つ
づ
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

は
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
暗
く
な
り
が
ち
な
テ
ー
マ

で
す
が
、
過
去
、
現
在
、
未
来

を
見
つ
め
る
う
ち
に
不
安
で
は

な
く
、
自
分
が
今
し
た
い
こ
と

が
見
え
て
く
る
ん
で
す
」
と
話

す
の
は
、「
終
活
」
の
講
座
や
講

演
を
行
っ
て
い
る
齋
藤
範
江
さ

ん
で
す
。

　
齋
藤
さ
ん
は
20
代
の
と
き
に

入
院
し
、
死
を
身
近
に
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
生

き
て
い
る
の
は
当
た
り
前
じ
ゃ

な
い
、
生
き
て
い
る
今
を
た
い

せ
つ
に
楽
し
く
過
ご
さ
な
く
ち

ゃ
、
と
の
思
い
が
「
終
活
」
の

活
動
に
つ
な
が
っ
た
。
終
活
の

一
つ
と
し
て
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ

エンディングノートは愛のメッセージ

齋
さい

藤
とう

範
のり

江
え

さん

profile
昭和50年8月、板倉町に生まれる。館林
市高齢者福祉計画策定委員会など市の福
祉関係の委員を務める。ガーデニングに
凝っていて、バラの世話がとても楽しみ
とのこと。城沼の散歩中にみる日の出が
最高で１日の活力になっている。

今
こ
の
瞬
間
を
明
る
く
　

　
楽
し
く
生
き
て
ほ
し
い

近隣の町で行った「初めての『終活』」の講座の様子（写
真左）。エンディングノートは難しく考えずに書けると
ころから記入していけばいいそうです（写真右）

 （花山町）

フォトキャンバス

13 広報館林

国籍や文化の違いを認め合い、共に未来を創る

新春を飾る消防出初式
防火・防災・安全を誓う

　多文化共生タウンミーティングが、12月20日、市役所
で行われました。これは在留外国人の増加に伴い、意見
交換や交流を通して本市の多文化共生に関する理解促進
を目的に開催されたものです。参加者60人は、動物性の
食品を使用しないビーガンフードの食事をしたり、ワー
クショップに取り組んだりしました。

縁起だるまに一年の幸福を願う
130年以上続く新春の風物詩

　初市（だるま市）が、１月18日、仲町から本町一丁目
のかごめ通り商店街までの区間で開催されました。寒風
が吹く会場には、色とりどり、大小さまざまなだるまが
ずらり。家内安全や無病息

そく

災
さい

を願い、だるまを買い求め
る多くの来場者や売り子でにぎわっていました。

7 2 1人の新成人が大人の仲間入り
心新たに、それぞれの道へ進んでゆく

　成人式が、１月12日、文化会館カルピスⓇホール
（大ホール）で行われました。参加した新成人たち
は、久しぶりに会った友人との会話を楽しみました。
式典後の校歌歌合戦では、それぞれの中学校に分か
れて母校の校歌を熱唱。会場外では、郷土の味を楽
しんでもらおうと名産のうどんがふるまわれました。

　館林地区消防組合消防隊出初式が、１月11日、館林城
ゆめひろばで開催されました。これは消防関係者の士気
と、市民の防火・防災意識を高めるために、年の初めに
行われているもの。はしご乗り演技や一斉カラー放水な
どが披露されると、来場者からは歓声が上がりました。

多文化共生タウンミーティング開催
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施設
だより
市文化施設の
催し物などを
お知らせします

施 設
だ よ り

資料館 第一資料館
（℡74 - 4111）

　秋元家の雛
ひな

人形は、大正時代に京都の人形師・大
おお

木
き

平
へい

蔵
ぞう

が制作したもので、衣裳や道具類には秋元家
の家紋が施されています。
　大木平蔵の人形は、三井家などの商家や他の大名
家にも納められ、各地の美術館などに伝わっていま
す。雛人形展が行われるこの時期、同じ作者の雛人
形を比較してみるのも、一つの楽しみかたと言える
のではないでしょうか。
展示期間　３月８日㈰まで
展示解説会　２月２日㈰、３月１日㈰　午前11時～

収蔵資料展「秋元家の雛人形」
先
人
た
ち
の

　
　
　を
た
ど
っ
て

　これは昭和14年（1939）に建てられた碑です。
延元元年（1336）５月25日に湊川で討死した楠

くすの

木
き

正
まさ

成
しげ

の首を家臣らが塩漬けにして運び、この
場所で洗って近くに埋葬し野木神社（現楠木神
社）として祀

まつ

ったといわれ、碑にはその伝説が
記されています。古蹟洗堰は城沼の水位を調整
しており、日本遺産構成文化財の一つです。

楠町（首洗堰揚水機場前）

市史編さんセンター
（℡76 - 7651）

思
い
思
い
思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
思
い
思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
思
い
思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

46

～いしぶみ～

２月の施設の休館日（施設名・期間・問合せ）
■図書館　３日㈪・10日㈪・12日㈬・17日㈪・25日㈫・28日㈮・℡74 - 2346
■第一資料館　３日㈪・10日㈪・12日㈬・17日㈪・25日㈫・28日㈮・℡74 - 4111
■ダノン城沼アリーナ（城沼総合体育館）　25日㈫・℡74 - 2611

日本遺産「里沼」構成文化財♯７

　多々良沼の東側に連なる松林。ウオーキング
や彫刻作品鑑賞の人びとが訪れます。この松林
の下は、約６～７万年前に利根川が形成した自
然堤防の砂層で、館林市南西部から多々良沼東
岸の高根町まで続いている砂丘です。
　内陸古砂丘の土壌は砂鉄を豊富に含み、多々
良沼の宝日向の伝説につながる製鉄時の砂鉄や
薪などの資源供給地点となったといわれています。
　平成14、15年にかけて、県立公園整備にあた
り、この古砂丘の斜面（現在のボランティアセ
ンター付近）から古代（炭素年代法で西暦660
年～780年頃）の炭焼窯跡が発見され、「松沼町
遺跡」と命名されました。炭
化材はマツではなくコナラや
クヌギであったことが確認さ
れ、当時の古砂丘やその周辺
は松林ではなく雑木林であったと推測されます。

内
ない

陸
りく

古
こ

砂
さ

丘
きゅう

市日本遺産プロジェクト
（℡71 - 4111）

古
こ

蹟
せき

洗
あらい

堰
ぜき

碑

文化会館・三の丸芸術ホール
催し物ご案内＆スケジュール

落語者達（らくもんず）その五

　ＦＭ　ＮＡＣＫ５の人気番組「ゴゴモンズ」でおなじみ
の三

さん

遊
ゆう

亭
てい

鬼
おに

丸
まる

率いる同期真打の会。今年もたくさんの笑い
をもって館林に参上します。ぜひご堪

たん

能
のう

ください。

とき　５月17日㈰　午後２時開演　（午後１時30分開場）
ところ　三の丸芸術ホール
チケット（全席指定）　一般　2 , 5 0 0円、友の会　2 , 3 0 0
円、中学生以下　1 , 0 0 0円
販売　２月15日㈯の午前９時から、
文化会館へ（電話予約は発売日の午
後１時から）
※友の会は２月８日㈯の午前９時から
問合せ　文化振興課芸術文化係（同
館内　℡74-4111）

15 広報館林

図書館 図書館
（℡74- 2346）

新着＆おすすめ本紹介 映画会で楽しいひとときを

お話と紙芝居の会

　読み聞かせボランティア「にじの会」が、参加されるかた
の年齢に応じて、選んだ絵本などを読み聞かせます。
とき　毎週土曜日　午後２時～２時30分（休館日を除く）

　わかるわかる、そう思うよねの連続の、
実に共感の持てるエッセイです。ちょっ
と切なく、ほんのりあたたかな読後感が
持てる一冊です。（一般書）

佐野洋子／文　北村裕花／絵　講談社

國森康弘／著　農山漁村文化協会

ヨーコさんの“言葉”　じゃ、どうする

　28歳で骨肉腫という病気で世を去った
男性は、最後まで母や家族を気づかい笑
顔の写真を残しました。「死」と遺族を考
えるシリーズです。（児童書）

ぼくはクマムシになりたかった　かあ
さんに残した最後の笑顔

①夜間天体観望会「オリオン大星雲を見よう」
　　プラネタリウムでの星座解説と実際の空での観
　察を行います。
　とき　２月８日㈯　午後６時～７時30分
　※プラネタリウムでの星座解説は午後６時10分～
　　６時25分、午後６時50分～７時５分
　※雨天・曇天の場合はプラネタリウムでの星座解
　　説のみ
②公開天文台
　　月や昼間でも観ること
　ができる星などを観察し
　ます。
　とき　３月１日㈰　午後
　１時50分～２時  10分　
　※雨天・曇天の場合は施設公開のみ
③サイエンスショー「空気は力持ち」
　　空気の圧力について、楽しく学べる実験ショー
　です。
　とき　２月９日㈰　午後１時50分～２時10分

広報

科学館
向井千秋記念子ども科学館（℡75 - 1515）

①～③は参加費無料。③は大人（高校生以上）は別途入館料がかかります
※３月１日㈰は入館無料

④理科工作教室「暗闇でヒカル　蓄光ストラップを
　つくろう」
　　暗闇で発光する蓄光ビーズを使って、オリジナ
　ルのストラップを作ります。
　とき　３月８日㈰　午後１時～４時
　※材料がなくなりしだい終了
　参加費　100 円（材料費）
⑤科学講座「骨のつくりを調べてみよう！手羽先骨
　格標本づくりにチャレンジ」
　とき　３月21日㈯　午前９時30分～正午
　対象　小学生以上（小学１・２年生は保護者同伴）
　定員　24人（先着順）
　参加費　200 円（材料費・保険料）
　申込み・問合せ　２月29日㈯の午前９時から、同
　館ホームページ（https://www.city.tatebayashi.  
　gunma.jp/kagakukan/）へ
【臨時休館のお知らせ】
　天井耐震改修工事のため、下記の期間は休館します。
　期間　２月10日㈪～28日㈮

一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）

２月15日㈯

リトル・ロマンス（字幕）

２月16日㈰

２月19日㈬
プロフェッショナル仕事の流儀「狂
言師　野

の

村
むら

萬
まん

斎
さい

の仕事」

３月１日㈰ 能楽名演集「羽
は

衣
ごろも

」「花
はな

筐
がたみ

」

３月４日㈬ 大いなる幻影（字幕）

３月７日㈯ 私を離さないで（吹替）

子ども向け（いずれも午前10時30分～、参加費無料）

※次回の子ども映画会は３月29日㈰上映です
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Tateb
ayashi  kitchen

たてばやしの

定番昼ごはん
vol 80vol 80

　ひき肉とたっぷりの野菜を混ぜた幼稚園の子どもたちに人気のメニューです。見
た目も色鮮やかで食卓を華やかにしてくれます。また合わせる野菜はどんなもので
も合うので、冷蔵庫に残っている野菜を入れて作ってみてはいかがでしょうか。

　　キッズビビンバ

焼肉屋さんの人気メニューが、お家で手軽に。コチ

ュジャンなどで辛みをプラスしてもＯＫです♪

114

一人前当たり 234kcal

　　キッズビビンバ

361

ルーシークラブ

問
合
せ　

中
部
公
民
館
（
℡
73

─

２

１
６
１
）

　
ル
ー
シ
ー
ク
ラ
ブ
は
第

一
・
第
三
月
曜
日
、
午
後

７
時
30
分
〜
９
時
、
中
部

公
民
館
で
活
動
し
て
い
る

女
性
を
対
象
と
し
た
ル
ー

シ
ー
ダ
ッ
ト
ン
（
タ
イ
式

ヨ
ガ
）
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　
現
在
、
約
15
人
の
メ
ン

バ
ー
が
所
属
し
、
先
生
に

教
わ
り
な
が
ら
、
楽
し
く

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
気

分
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
、

呼
吸
を
整
え
な
が
ら
、
毎

回
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ー
ズ
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
普
段

の
生
活
で
固
く
な
っ
た
身

体
が
ほ
ぐ
れ
て
、
心
も
体

も
す
っ
き
り
し
ま
す
よ
。

　
興
味
の
あ
る
か
た
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

○表紙の写真

　成人式を取材しました。晴れ着姿がまぶしい
新成人のかたがたを見ていると、数年前20歳だ
った自分もこんなに初々しかったのかなと、懐
かしいような切ないような気持ちに。社会人２
年目の自分を振り返ってみると、大人のふりす
らままならない今の自分が情けなく感じます。
私生活でも仕事でも経験を積み、本物の大人に
なりたいと思わされる一日でした。（勇）

作り方
①ニンジンを千切りにしてゆでる。モヤシ、ホ
　ウレンソウはゆでた後食べやすい大きさに切る
②①の野菜をＡの調味料であえる
③みじん切りにしたネギ、ショウガ、ニンニク
　をごま油で炒め、ひき肉を加える。ひき肉が
　ほぐれたらＢの調味料を加える
④ごはんに②、③、いり卵を混ぜ合わせ、ミニ
　トマトを添えて完成！

材　料（４人分）
■米
■豚ひき肉・鶏ひき肉
■ネギ
■ショウガ・ニンニク
■モヤシ
■ニンジン
■ホウレンソウ
■ミニトマト
■いり卵（うずらの卵でも可）
【調味料】
Ａ：しょうゆ　小さじ１、ごま油　小さじ1/2、
塩　少々
Ｂ：しょうゆ・酒・砂糖　各小さじ１、焼肉の
たれ　小さじ２

2 0 0ｇ
各50ｇ
1/2本

各小さじ 1
80ｇ
1/4本
２株
8個

卵１個分

　冬の風物詩である白
鳥が、多々良沼や城沼
に飛来しています。写
真は多々良沼での一枚。
沼を巡って、その美し
い姿を楽しみませんか。

公立幼稚
園の給食




